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◇新型コロナウイルス感染症対策、ゼロカーボンシティ・再エネ１００への挑戦、スマートシティの実現

　令和３年度「しなやかで強靭なまちづくり予算」可決
◇国の補正予算への対応
　コロナ対策・道路整備・公園や学校の長寿命化対策
　などを迅速に可決

　　
３
月
定
例
会
・
１
月
臨
時
会
・
４
月
臨
時
会　

３月定例会で決まった主な案件
令和３年度当初予算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （万円未満切捨）

◇一般会計予算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 401億0000万円　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◇特別会計（11会計）予算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　192億7267万円
◇企業会計（３会計）予算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 272億2120万円

令和２年度補正予算　一般会計・特別会計（３会計）・企業会計（１）　　 　　　 　　２億5775万円
◇新型コロナウイルス感染症拡大防止対策事業（小中学校）（保健衛生用品などの追加購入）
◇移住・定住促進事業（民間のサテライトオフィスの開設などを支援）ほか
条例

◇福知山市認定子ども園条例の制定（福知山市立三和こども園の設置）ほか
その他

◇財産の処分（旧佐賀小学校敷地内の土地建物など）
◇辺地総合整備計画の策定、一般廃棄物処理基本計画の策定、第４次福知山市男女共　　

同参画計画の策定　ほか
人事議案

◇副市長の選任（２名）、監査委員の選任（１名）、人権擁護委員の候補者の推薦（2名）

1月25日と26日の２日間にわたって、１月臨時会を開催しました。
新型コロナウイルスワクチン接種事業や時短要請協力金対象外事業応援給
付金事業などの補正予算１議案を、原案どおり可決しました。

1月臨時会

4月臨時会
4月13日と14日の２日間にわたって、４月臨時会を開催しました。
新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中、ひとり親子育て世帯に
対する生活支援特別給付金事業の補正予算などを、原案どおり可決しました。
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２
月
26
日
か
ら
３
月
29
日
ま
で
の
32

日
間
に
わ
た
っ
て
３
月
定
例
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
な
ど
国

の
補
正
予
算
対
応
の
補
正
予
算
や
、「
し

な
や
か
で
強
靭
な
ま
ち
づ
く
り
予
算
」

と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
・
再

エ
ネ
１
０
０
へ
の
挑
戦
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
令
和
３
年
度
当
初
予
算
な
ど
55
議

案
が
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
審
査
委
員
会
で
は
、
国
の
補
正

予
算
対
応
を
３
月
２
日
に
、
そ
の
他
は
、

３
月
11
日
か
ら
16
日
ま
で
所
属
別
質
疑

を
行
い
、
集
中
的
に
審
査
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
条
例
な
ど
の
議
案
は
、
各

所
管
別
委
員
会
に
お
い
て
審
査
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
本
会
議
に
お
い

て
48
議
案
が
全
員
賛
成
で
、
２
議
案
が

賛
成
多
数
で
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。
ま
た
、
人
事
案
件
と
し
て
、
副

市
長
の
選
任
な
ど
５
議
案
に
同
意
し
ま

し
た
。

ま
た
、
会
派
代
表
に
よ
る
代
表
質
問

は
、
３
月
８
日
、
９
日
の
２
日
間
で
行

わ
れ
、
６
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま

し
た
。

請
願
に
つ
い
て
は
、
１
件
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

定
例
会
・
臨
時
会
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支
援
事
業

問　
更
新
車
両
の
沿
線
自
治
体
の

負
担
割
合
と
耐
用
年
数
は
。

答　
車
両
１
台
当
た
り
の
費
用
は
、

１
億
８
１
０
０
万
円
で
あ
り
、宮
津

線
と
宮
福
線
の
沿
線
市
町
で
距
離

に
よ
っ
て
按
分
し
、宮
津
線
側
で

１
億
３
２
７
３
万
３
千
円
、宮
福
線

側
で
４
８
２
６
万
７
千
円
の
負
担

と
な
る
。耐
用
年
数
は
、30
年
で
あ

る
。

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業

問　
実
施
路
線
が
篠
尾
大
門
線
と

堺
線
と
あ
る
が
、各
路
線
の
工
事

場
所
、工
事
延
長
お
よ
び
物
件
移

転
補
償
の
内
容
は
。

答　
通
学
路
な
ど
交
通
安
全
対
策

の
推
進
に
よ
る
歩
道
整
備
事
業
で

あ
る
。篠
尾
大
門
線
の
工
事
場
所

は
今
安
地
区
で
、総
延
長
と
し
て

３
６
０ｍ
を
計
画
し
て
い
る
。堺
線

の
工
事
場
所
は
私
市
地
内
で
、総

延
長
と
し
て
７
０
０ｍ
で
あ
る
。物

件
移
転
補
償
の
内
容
は
、道
路
拡

幅
に
支
障
と
な
る
電
柱
移
転
の
費

用
で
あ
る
。

移
住・定
住
促
進
事
業

問　
事
業
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
補

助
金
の
上
限
を
２
４
０
万
円
と
し

た
根
拠
は
。

答　
４
月
に
広
報
を
行
い
、半
年

程
度
の
募
集
期
間
を
設
け
る
。事

業
者
に
は
年
内
に
事
業
を
完
成
し

て
い
た
だ
き
、補
助
金
を
支
出
す

る
計
画
で
あ
る
。個
人
に
対
す
る

空
き
家
の
改
修
の
補
助
金
は
移
住

特
区
で
最
大
１
８
０
万
円
で
あ
る

が
、他
市
町
の
取
り
組
み
も
参
考
に
、

積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
で

２
４
０
万
円
と
い
う
上
限
金
額
を

設
定
し
た
。

小
学
校
及
び
中
学
校
施
設
環
境
改
善

事
業

問　
本
事
業
に
対
す
る
国
庫
補
助

金
の
算
定
方
法
は
。

答　
国
の
交
付
要
綱
に
基
づ
く
国

費
対
象
基
礎
額
の
算
定
に
よ
る
と
、

施
工
面
積
１
㎡
当
た
り
の
単
価
は

30
万
６
４
０
０
円
と
定
め
ら
れ
て
い

る
。今
回
の
施
工
面
積
は
小
学
校

が
36
㎡
、中
学
校
が
49
㎡
で
あ
る
の

で
、そ
れ
ぞ
れ
算
出
し
た
国
費
対
象

基
礎
額
に
３
分
の
１
を
乗
じ
た
額

が
国
庫
補
助
金
額
と
な
って
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
事
業

問　
寄
附
金
が
増
額
に
な
っ
た
理

由
は
何
か
。

答　
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
る
が
、

返
礼
品
の
種
類
の
増
加
、大
河
ド
ラ

マ
に
よ
る
効
果
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

自
宅
で
過
ご
す
こ
と
が
増
え
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、ふ
る
さ
と
納
税
を

す
る
人
が
増
え
た
こ
と
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
。

特
別
定
額
給
付
金
事
業

問　
特
別
定
額
給
付
金
が
減
額
補

正
と
な
っ
て
い
る
が
、給
付
人
数

の
実
績
は
。

答　
令
和
２
年
９
月
25
日
現
在
の

確
定
数
値
と
し
て
、当
初
の
給
付

対
象
予
定
者
は
７
万
７
３
２
９
人

で
あ
っ
た
が
、実
際
に
給
付
し
た

の
は
７
万
７
１
８
７
人
、給
付
率
は

99
・
８
％
で
あ
る
。

内
水
対
策
事
業

問　
継
続
期
間
お
よ
び
継
続
費
の

変
更
に
伴
う
、令
和
３
年
度
か
ら

令
和
５
年
度
ま
で
の
事
業
内
容
は
。

答　
令
和
３
年
度
は
腹
付
け
盛
土

工
事
を
行
う
と
と
も
に
、ポ
ン
プ
の

施
設
、電
気
設
備
、自
家
発
電
設
備

の
電
気
工
事
の
発
注
、操
作
室
の

建
築
工
事
な
ど
を
発
注
し
、令
和

４
年
度
の
出
水
期
ま
で
に
完
了
さ

せ
る
。ま
た
新
た
に
ポ
ン
プ
施
設
の

増
設
を
行
い
、令
和
５
年
度
の
出

水
期
ま
で
に
合
計
で
１
秒
間
に
３
ト

ン
の
排
水
ポ
ン
プ
施
設
の
整
備
を

行
う
計
画
で
あ
る
。

（
仮
称
）福
知
山
鉄
道
館
ポ
ッ
ポ
ラ

ン
ド
建
設
事
業

問　
地
元
お
よ
び
関
係
者
と
の
調

整
に
期
間
を
要
し
た
こ
と
で
、全

体
の
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
へ
の
影

響
は
。

答　
設
計
業
務
な
ど
に
つ
い
て
は

令
和
２
年
12
月
28
日
に
業
者
と
の

契
約
が
で
き
て
お
り
、今
後
コ
ロ
ナ

な
ど
に
よ
る
遅
れ
が
な
け
れ
ば
、予

定
通
り
令
和
４
年
度
中
の
完
成
を

目
指
す
。

小
学
校
及
び
中
学
校
就
学
援
助
事

業・
特
別
支
援
教
育
就
学
奨
励
事
業

問　
本
事
業
の
減
額
補
正
の
要
因

は
。

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
に
修
学
旅
行
を

日
帰
り
で
実
施
し
た
こ
と
が
、一
番

の
要
因
で
あ
る
。

審
査
結
果

全
議
案
原
案
可
決

令和 2 年度補正予算

国による「国民の命と暮らしを守る
安心と希望のための総合経済対策」補正予算他

全議案可決

令和2年2月から運行している車両

大河ドラマによる効果などで寄附金が増額

委
員
会
審
査
報
告



しなやかで強靭なまちづくりに向けた
令和3年度予算

総　額額 865億9387万6千円を可決

予算審査委員会
録画配信は
こちらから
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■
令
和
３
年
度
歳
入
予
算

問　
個
人
市
民
税
が
減
少
と
な
っ

た
要
因
は
。

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
が
大
き
く
、
給
与
所
得

が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
、
所
得

が
所
得
割
の
非
課
税
限
度
額
を
下

回
り
、
納
税
義
務
者
の
減
少
を
見

込
ん
だ
。
さ
ら
に
、
営
業
所
得
に

つ
い
て
も
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

時
は
約
10
％
の
減
少
で
あ
っ
た
が
、

今
回
は
20
％
の
減
少
を
見
込
ん
で

い
る
。

■「
知
の
拠
点
」推
進
事
業

問　
「
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
研
究

活
動
費
」
お
よ
び
「
数
理
・
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
研
究
活

動
費
」
の
研
究
内
容
は
。

答　
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
研
究
活

動
費
は
、
小
学
校
・
中
学
校
・

高
等
学
校

の
児
童
生

徒
に
対
し

国
際
交
流

の
促
進
や
、

市
民
の
異

文
化
理
解

へ
の
促
進

と
い
っ
た

イ
ベ
ン
ト

を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
学
生
の
受
け
入
れ

な
ど
大
学
そ
の
も
の
の
国
際
化
に

も
取
り
組
む
。
ま
た
数
理
・
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
研
究
活

動
費
は
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
も
と

で
、
防
災
デ
ー
タ
の
分
析
や
Ｉ
Ｔ

教
育
の
最
適
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

■
移
住
・
定
住
促
進
事
業

問　
移
住
定
住
を
希
望
す
る
方
々

に
ど
の
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
く

の
か
。

答　
移
住
の
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト

『
ス
マ
ウ
ト
』
を
活
用
し
積
極
的

に
情
報
を
発
信
し
て
い
く
。
こ
れ

ま
で
空
き
家
バ
ン
ク
の
内
覧
、
移

住
の
相
談
、
東
京
な
ど
に
出
向
い

て
福
知
山
市
の
Ｐ
Ｒ
を
行
な
っ
て

い
た
が
、
今
後
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
実
施
を
進

め
て
い
き
た
い
。

■
子
育
て
交
流
・
相
談
・

　
支
援
事
業

問　
子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が

受
け
る
相
談
内
容
と
件
数
は
。

答　
相
談
内
容
は
、
離
乳
食
や
子

ど
も
の
発
達
の
関
係
の
ほ
か
、
本

市
は
他
市
か
ら
転
入
さ
れ
る
方
も

多
い
た
め
地
縁
血
縁
が
な
い
こ
と

に
伴
う
相
談
も
多
い
。
『
す
く
す

く
ひ
ろ
ば
』
で
行
っ
て
い
る
相
談

は
、
24

時
間
受

け
付
け

て
お
り
、

夜
泣
き

に
悩
む

夜
間
の

相
談
も

あ
る
。
ま
た
、
令
和
元
年
度
の
相

談
件
数
は
２
２
３
件
で
、
内
訳
は

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
29
件
、
電
話
２
件
、
面

接
１
９
２
件
で
あ
る
。

■
避
難
の
あ
り
方
検
討
会

　
推
進
事
業

問　
災
害
時
ケ
ア
プ
ラ
ン
推
進
モ

デ
ル
事
業
の
内
容
と
今
後
の
展
開

は
。

答　
要
配
慮
者
の
避
難
を
重
要
な

テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
い
る
。
浸

水
や
土
砂
災
害
な
ど
の
災
害
リ
ス

ク
が
あ
る
場
所
に
住
む
比
較
的
重

度
の
方
の
避
難
に
つ
い
て
、
避
難

の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
医
療
福
祉
的
な

避
難
計
画
を
策
定
し
、
確
実
な
避

難
に
つ
な
げ
た
い
。
今
後
の
展
開

と
し
て
、
２
カ
年
に
わ
た
り
モ
デ

ル
事
業
を
実
施
し
、
令
和
５
年
度

か
ら
本
格
導
入
を
図
っ
て
い
く
。

■
国
民
健
康
保
険
事
業

問　
一
人
当
た
り
の
保
険
料
が
昨

年
に
続
い
て
据
え
置
き
に
な
っ
た

要
因
は
。

答　
平
成
30
年
度
に
保
険
料
を
引

き
下
げ
た
後
、
２
年
連
続
し
て
基

金
を
繰
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

据
え
置
き
を
し
て
き
た
経
過
が
あ

る
た
め
、
据
え
置
き
と
し
た
。
ま

た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
前
年
所
得
が

減
少
し
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

こ
れ
に
よ
り
保
険
料
の
減
収
も
考

え
ら
れ
る
。

■
乗
合
タ
ク
シ
ー
導
入

　
モ
デ
ル
事
業

問　
令
和
３
年
７
月
頃
に
結
果
検

証
お
よ
び
本
格
導
入
の
検
討
と
あ

る
が
導
入
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的

な
考
え
方
は
。

答　

導
入
の
基
準
は
乗
合
率
を

１
・
２
以
上
、
収
支
率
を
30
％
以

上
、
稼
働
率

を
25
％
以
上

と
し
て
欲
し

い
と
運
営
協

議
会
に
伝
え

て
い
る
。

■
宅
地
造
成
事
業

問　
非
農
用
地
造
成
事
業
の
実
施

地
域
と
造
成
地
植
栽
工
の
内
容
は
。

答　
地
域
は
戸
田
地
区
で
、
分
譲

を
進
め
る
本
地
区
は
市
街
化
調
整

区
域
で
あ
り
地
区
計
画
を
定
め
て

小学生向けプログラミング教室（R2.8 月）

姫タク シンボルマーク

子育てコンシェルジュが対応
（子ども政策室）

委
員
会
審
査
報
告



5　議会だより　No.130

い
る
。
そ
の
内
容
は
、
道
路
境
界

線
か
ら
敷
地
側
の
１
ｍ
を
緑
化

ゾ
ー
ン
と
し
植
栽
を
施
す
も
の
で
、

土
地
が
売
却
さ
れ
れ
ば
、
本
市
が

対
応
す
る
工
事
で
あ
る
。

■
公
設
地
方
卸
売
市
場
事
業

問　
指
定
管
理
期
間
終
了
後
は
、

卸
売
業
者
が
開
設
者
と
な
り
地
方

卸
売
市
場
を
運
営
し
て
い
く
と
あ

る
が
、
公
設
か
ら
の
移
行
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
移
行
後
の
管
理
方
法

は
。

答　
現
在
の
指
定
管
理
が
終
了
す

る
令
和
４
年
度
か
ら
移
行
す
る
計

画
で
進
め
て
い
る
が
、
国
の
承
認

の
関
係
で
計
画
が
変
わ
る
場
合
も

あ
る
。
ま
た
開
設
者
は
、
民
間
に

な
る
が
、
施
設
そ
の
も
の
の
所
有

者
は
本
市
で
あ
り
管
理
は
続
け
て

行
う
。

■
は
ば
た
け
世
界
へ

　
中
学
生
短
期
留
学
準
備
事
業

問　
令
和
４
年
度
か
ら
実
施
す
る

た
め
の
準
備
事
業
で
あ
る
が
、
現

段
階
で
検
討
し
て
い
る
実
施
内
容

は
。

答　
中
学
校
２
年
生
を
対
象
に
10

人
程
度
で
、
夏
や
冬
の
長
期
休
業

期
間
中
の
実
施
を
検
討
し
て
い
る
。

ま
た
、
留
学
先
に
つ
い
て
は
、
治

安
状
況
な
ど
を
考
慮
し
て
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
や
カ
ナ
ダ
な
ど
が
候
補

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

総
括
質
疑

■
一
般
会
計
歳
入
関
係

問　
し
な
や
か
で
強
靭
な
ま
ち
づ

く
り
予
算
で
、
特
に
、
歳
入
に
お

い
て
、
重
視
す
べ
き
点
は
。

答　
令
和
３
年
度
市
税
の
う
ち
、

現
年
課
税
分
を
比
較
す
る
と
、
前

年
度
比
10
・
２
億
円
の
減
少
を
見

込
ん
で
い
る
。
こ
れ
を
ど
の
よ
う

に
補
う
か
、
ま
た
当
面
の
財
政
運

営
で
、
歳
入
歳
出
を
ど
の
よ
う
に

均
衡
さ
せ
る
か
、
と
い
っ
た
点
に

配
慮
し
て
、
予
算
編
成
を
行
っ
た
。

■
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

問　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
・
再

エ
ネ
１
０
０
に
お
け
る
公
民
連
携

に
つ
い
て
、
平
成
30
年
度
に
締
結

さ
れ
た
５
者
協
定
に
よ
り
実
施
し

て
き
た
事
業
、
ま
た
、
今
後
取
り

組
む
事
業
は
。

答　
平
成
30
年
度
に
、
地
域
新
電

力
会
社
、
龍
谷
大
学
、
京
都
北
都

信
用
金
庫
な
ど
金
融
機
関
２
社
に
、

本
市
を
入
れ
た
５
者
で
締
結
し
た

協
定
は
、
本
市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
の
根
幹
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

再
エ
ネ
推
進
策
と
し
て
、
令
和
２

年
度
よ
り
開
始
し
た
、
公
共
施
設

へ
の
再
エ
ネ
１
０
０
％
電
力
の
供

給
や
、
昨
年
度
取
り
組
ん
だ
省
エ

ネ
啓
発
事
業
な
ど
が
あ
る
。
令
和

３
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
街
路

灯
や
公
園
灯
、
本
庁
舎
、
小
中
学

校
な
ど
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
化
や
公
用

車
の
Ｅ
Ｖ
化
な
ど
、
再
エ
ネ
省
エ

ネ
推
進
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

■
民
生
児
童
委
員

問　
民
生
児
童
委
員
へ
の
今
後
の

支
援
や
取
り
組
み
は
。

答　
本
市
と
し
て
も
民
生
児
童
委

員
の
増
加
す
る
業
務
に
対
し
て
、

各
課
連
携
し
な
が
ら
、
依
頼
事
項

を
精
査
す
る
な
ど
、
負
担
軽
減
を

図
っ
て
い
き
た
い
。
他
県
の
分
析

で
は
、
民
生
児
童
委
員
の
存
在
や

制
度
を
よ
く

知
っ
て
い
る

人
は
、
知
ら

な
い
人
よ
り

も
就
任
を
受

け
て
い
た
だ

け
る
率
が
高

い
と
い
う
報

告
も
あ
る
の

で
、
広
報
・

周
知
に
努
め
て
い
く
。

問　
高
度
専
門
人
材
に
お
け
る
有

資
格
者
の
給
与
や
年
俸
は
。

答　
弁
護
士
に
つ
い
て
は
、
実
務

経
験
や
実
績
に
応
じ
て
課
長
級
、

課
長
補
佐
級
、
係
長
級
又
は
主
任

級
と
い
う
役
職
に
格
付
け
を
し
て
、

福
知
山
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員

の
採
用
並
び
に
勤
務
時
間
及
び
給

与
等
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
い
て
、

任
期
付
き
職
員
の
特
殊
性
お
よ
び

実
態
を
考
慮
し
て
、
決
定
を
し
て

い
る
。

自
由
討
議

特
に
重
要
な
案
件
に
関
し
、
議
員

の
意
見
や
見
解
を
次
の
テ
ー
マ
で

述
べ
た
。

①
農
匠
の
郷
や
く
の
の
、
「
地
域

の
拠
点
施
設
」
と
し
て
の
存

続
に
つ
い
て

②
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進

事
業
に
つ
い
て

討
論

反
対
討
論　
２
件

賛
成
討
論　
２
件

審
査
結
果　
全
議
案
原
案
可
決

政
策
提
言
反
映
質
疑

テ
ー
マ

①
災
害
時
要
配
慮
者
避
難
支
援
事

業
の
更
な
る
推
進

②
石
原
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別

会
計
早
期
閉
鎖
に
向
け
た
販

売
強
化

政
策
提
言
反
映
質
疑
と
は
、

本
年
度
か
ら
の
初
め
て
の
取

り
組
み
で
、
令
和
元
年
度
決

算
審
査
を
踏
ま
え
た
政
策
提

言
に
対
す
る
、
令
和
３
年
度

予
算
へ
の
反
映
状
況
を
確
認

す
る
た
め
の
質
疑
。

指定管理が終了する公設地方卸売市場

福知山市「COOL CHOICE 宣言」

民生児童委員

委
員
会
審
査
報
告
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総
務
防
災
委
員
会

■
福
知
山
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基

本
計
画
の
策
定

問　
ご
み
の
分
別
や
回
収
の
方
法

は
変
わ
ら
な
い
の
か
。

答　
現
在
の
と
こ
ろ
変
わ
ら
な
い

が
、
国
か
ら
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
再

資
源
化
の
方
針
も
出
て
お
り
、
今

後
変
わ
る
可
能
性
は
あ
る
。
状
況

を
見
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

■
財
産
の
処
分
（
旧
佐
賀
小
学

校
）

問　
土
地
１
㎡
当
た
り
の
売
却
単

価
と
鑑
定
評
価
額
は
。

答　
土
地
と
建
物
の
一
括
で
鑑
定

評
価
を
得
た
の
で
、
土
地
１
㎡
当

た
り
の
単
価
は
算
出
で
き
な
い
。

鑑
定
価
格
を
受
け
て
の
予
定
価
格

は
税
抜
き
４
４
４
８
万
５
千
円

だ
っ
た
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

■
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
策
定

問　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
の
説
明

に
お
い
て
、
金
山
地
域
の
児
童
生

徒
の
話
が
あ
っ
た
が
、
同
じ
辺
地

に
あ
る
雲
原
地
域
の
児
童
生
徒
へ

の
対
応
は
ど
う
な
る
の
か
。

答　

金
山
地
域
と
雲
原
地
域
は

別
々
の
小
中
学
校
に
通
学
し
て
い

る
の
で
、
２
台
の
バ
ス
を
使
用
し

て
い
る
。
今
回
購
入
す
る
の
は
そ

の
内
の
１
台
で
あ
る
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

教
育
厚
生
委
員
会

■
福
知
山
市
認
定
こ
ど
も
園
条
例

の
制
定

問　
市
立
三
和
こ
ど
も
園
の
開
設

に
当
た
り
、
※
１
号
認
定
の
子
ど

も
の
一
時
預
か
り
の
実
施
時
間
は
。

ま
た
、
認
定
こ
ど
も
園
に
な
る
こ

と
で
料
金
は
増
え
な
い
か
。

答　
一
時
預
か
り
は
、
午
前
７
時

30
分
か
ら
８
時
30
分
、
午
後
２
時

30
分
か
ら
午
後
７
時
ま
で
。
一
時

預
か
り
料
は
公
立
幼
稚
園
、
公
立

保
育
園
と
統
一
し
て
い
る
た
め
、

公
立
の
認
定
こ
ど
も
園
に
な
っ
て

も
変
わ
ら
な
い
。

　
　
　
　
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

※
１
号
認
定
…
３
～
５
歳
で
保
護

者
の
就
労
な
ど
「
保
育
を
必
要
と

す
る
事
由
」
に
該
当
し
な
い
認
定

区
分

■
福
知
山
市
病
院
事
業
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

問　
神
経
内
科
の
名
称
を
「
脳
神

経
内
科
」
に
変
更
す
る
理
由
は
。

答　
神
経
内
科
が
、
例
え
ば
脳
卒

中
や
認
知
症
な
ど
を
専
門
的
に
診

療
す
る
こ
と
な
ど
、
そ
の
診
療
内

容
が
広
く
知
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、

患
者
さ
ん
が
神
経
内
科
を
受
診
し

よ
う
と
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
れ

る
と
い
っ
た
指
摘
も
あ
る
。
こ
の

た
め
、
診
療
内
容
が
理
解
さ
れ
や

す
い
よ
う
に
日
本
神
経
学
会
に
お

い
て
診
療
科
名
が
変
更
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
本
院
も
準
じ
て
変
更

す
る
こ
と
と
し
た
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

産
業
建
設
委
員
会

■
福
知
山
市
フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン

や
く
の
条
例
の
一
部
改
正

問　
４
月
１
日
か
ら
市
の
直
接
管

理
と
な
る
が
、
今
後
の
施
設
運
営

の
あ
り
方
は
。

答　
「
高
原
ま
つ
り
」
や
「
農
林

商
工
祭
」
な
ど
に
は
、
施
設
を
開

放
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
施
設

の
市
に
よ
る
維
持
管
理
と
並
行
し

て
、
次
の
運
営
管
理
者
の
募
集
を

行
い
、
施
設
改
修
な
ど
の
課
題
を

解
決
す
る
中
で
、
次
の
運
営
管
理

者
を
決
定
し
て
い
き
た
い
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

■
第
４
次
福
知
山
市
男
女
共
同
参

画
計
画
の
策
定

問　
審
議
会
等
の
女
性
比
率
の
向

上
、
市
幹
部
女
性
職
員
登
用
の
目

標
数
値
は
。

答　
審
議
会
な
ど
の
女
性
比
率
は
、

新
し
い
プ
ラ
ン
の
計
画
最
終
年
と

し
て
い
る
令
和
12
年
度
の
目
標
数

値
を
35
％
と
し
て
い
る
。
現
状
は

29
・
６
％
で
あ
る
。
市
幹
部
職
員

の
女
性
登
用
に
つ
い
て
は
、
市
役

所
職
員
の
係
長
級
以
上
の
女
性
職

員
比
率
の
目
標
数
値
を
35
％
と
し

て
い
る
が
、
現
状
は
30
・
６
％
で

あ
る
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

議案に対する討論

議第123号～議第172号まで（議第155号・156号を除く）　令和3年度一般会計予算ほか

　　　（議第123号・134号）「コロナ対策評価、地域活性化は問題」 …………………………… 塩見卯太郎
　一般会計予算はコロナ感染症再拡大防止と事業者、生活者、学生への支援の継続、コロナワクチン接種事
業は評価するが、①同和行政の継続、②京都北中部消防指令センターの統合は安心・安全で問題、③農匠の
郷やくの休止の3点で反対。後期高齢者医療事業特別会計は、受けられる医療が差別される仕組みのため反
対。

　　　（議第123号）「行政は北陵の住民の信頼を失った」 ………………………………………… 荒川　浩司
　この件は、北陵地域における交通空白地有償運送の実証実験に伴い、先に経営エリアをタクシー会社に確
認をして、そのエリアを北陵地域に伝えて運行計画を作るべきだが、行政がタクシー会社への対応を取らず
に北陵地域の計画が進み、今になって営業エリアの縮小という、あってはならない事態が発生した。

　　　（全議案）「まちの成長を図る充実した予算」 ………………………………………………… 吉見　茂久
コロナ対策、ゼロカーボンシティ・再エネ100への挑戦、スマートシティの実現に重点を置いている。大

学の強みを各分野に生かした展開やSDGsに呼応した施策、質の高い子育て、健康、産業集積と技術革新な
ど必要な施策を講じ、福祉の増進や市民満足度の向上、困難を乗り越え、持続可能と成長につながる予算で
ある。

反 対

反 対

賛 成

委
員
会
審
査
報
告

討
論
・
議
決
結
果
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　　　（全議案）「夢のあるまちづくりのために」 …………………………………………………… 桐村　一彦
　新型コロナウイルス感染症の認識と危機感を念頭に、基礎自治体として『しなやかで強靭なまちづくり予
算』を編成策定し、意欲的でさまざまな事業執行が示されている。市民生活を守る「7つのまちづくり事業」
を成功させ、「夢のある、魅力あるまちづくり、ふるさとづくり」に知恵と力を出していくことを期待する。

請願第1号　「後期高齢者医療費窓口の2割負担の中止を求める意見書」の提出に関する請願

■請願者／全日本年金者組合　京都・福知山支部 支部長　堀　昭子 氏　ほか1名
■目　的／政府は昨年12月15日、75歳以上の高齢者で課税所得が28万円以上かつ単身世帯で年収が200万

円以上（複数世帯の場合、年収合計が320万円以上）の医療費窓口負担を2022年後半から2割に
実施することを閣議決定した。
ついては、安心して医療にかかれる環境が高齢者には特に必要であることから、医療費窓口負担
を2割にすることについて、国に中止を求める意見書の提出を求める。

■請願賛成討論
「コロナ禍での負担増はダメ」…………………………………………………………………………… 荒川　浩司
　このコロナ禍により75歳からの対象者や、その方々を取り巻く環境は大きく変化していると考える。その
中で負担増は高齢者の生きるという行為に支障が出る方が少なくないと考え、このコロナ禍での負担増は反
対だ。
■請願賛成討論
「高齢者の健康と命を守るため」………………………………………………………………………… 金澤　栄子
　高齢者医療費2倍化法案は、福知山市で約2200人が医療費2倍となる。現役世代の負担軽減と言われてい
るが、現役世代の保険料は月々30円下がるだけであり、高齢者に痛みを押しつけるものである。経済的理由
から受診控えを引き起こし健康と命にかかわるため、医療費窓口2割負担の中止を国に求める意見書提出に
賛成。
■請願反対討論
「医療保険は世代間で適正な負担を」…………………………………………………………………… 田渕　裕二
　高齢者だけでなく、子育て世代や現役世代と共に安心を支える全世代型社会保障制度による健康保険法の
改正。令和4年度以降、団塊の世代が75歳に到達し後期高齢者医療対象人口が急激に増加し、現役世代が負担
する保険料が増大する。高齢者で一定所得のある方の2割負担を創設し、現役世代との均等化を図るものだ。
■議決結果／不採択

市民の皆さんからの請願審査

賛 成

■全員賛成で可決・同意・承認となった議案
議第122号 令和2年度一般会計補正予算（第11号）

議決結果について

議第124号 令和3年度国民健康保険事業特別会計予算

議第125号 令和3年度国民健康保険診療所費特別会計予算

議第126号 令和3年度と畜場費特別会計予算

議第127号 令和3年度宅地造成事業特別会計予算

議第128号 令和3年度休日急患診療所費特別会計予算

議第129号 令和3年度公設地方卸売市場事業特別会計予算

議第130号 令和3年度農業集落排水施設事業特別会計予算

議第131号 令和3年度福知山都市計画事業石原土地区画整理
事業特別会計予算

議第132号 令和3年度介護保険事業特別会計予算

議第133号 令和3年度下夜久野地区財産区管理会特別会計予算

議第135号 令和3年度水道事業会計予算

議第136号 令和3年度下水道事業会計予算

議第137号 令和3年度病院事業会計予算

議第138号
福知山市長、副市長、教育長及び上下水道事業管理
者の給与に関する条例及び福知山市の特別職の職員
で常勤のものの退職手当に関する条例の一部改正

議第139号 福知山市国民健康保険条例の一部改正

議第140号 福知山市認定こども園条例の制定

3月
定例会

1月
臨時会

討
論
・
議
決
結
果
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議
決
結
果

福知山市
議会公明党

日本共産党
市会議員団 蒼士会 大志

の会
福知山

未来の会 新政会
無
会
派

大
谷

洋
介

足
立

伸
一

吉
見

茂
久

吉
見

純
男

塩
見
卯
太
郎

紀
氏
百
合
子

中
村

初
代

金
澤

栄
子

野
田

勝
康

髙
橋

正
樹

足
立

治
之

桐
村

一
彦

馬
谷

明
美

森
下

賢
司

田
中

法
男

小
松

遼
太

中
嶋

守

柴
田

実

田
渕

裕
二

大
槻

泰
德

藤
本

喜
章

尾
嶋

厚
美

荒
川

浩
司

議第123号 令和3年度一般会計予算 可
決 〇 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

議第134号 令和3年度後期高齢者医療事業特別会
計予算

可
決 〇 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

請願第1号
「後期高齢者医療費窓口の2割負担の
中止を求める意見書」の提出に関する
請願

不
採
択

× × × 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × × × × × × × × × × 〇

○：議案に対して賛成　×：議案に対して反対　　※ 芦田眞弘議員（新政会）は議長職のため表決に加わっていません。　所属会派は、3月29日現在

会派別議員名（議決結果）

議　案

議第141号
福知山市行政手続における特定の個人を識別するため
の番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利
用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正

議第142号 福知山市総合福祉会館条例の一部改正

議第143号 福知山市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
業の利用者負担額等に関する条例の一部改正

議第144号 福知山市介護保険条例の一部改正

議第145号 福知山市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運
営に関する基準を定める条例等の一部改正

議第146号 福知山市病院事業の設置等に関する条例の一部改正

議第147号 福知山市ファームガーデンやくの条例の一部改正

議第148号 福知山市地区計画の区域内における建築物の制限
に関する条例の一部改正

議第149号 福知山市立体育館条例等の一部改正

議第150号 福知山市民運動場条例の一部改正

議第151号 福知山市夜久野町体育施設条例の一部改正

議第152号 辺地総合整備計画の策定

議第153号 福知山市一般廃棄物処理基本計画（ごみ処理基本
計画2021）の策定

議第154号 第4次福知山市男女共同参画計画の策定

議第155号 令和2年度一般会計補正予算（第12号）

議第156号 令和2年度下水道事業会計補正予算（第2号）

議第157号 令和2年度一般会計補正予算（第13号）

議第158号 令和2年度国民健康保険事業特別会計補正予算
（第4号）

議第159号 令和2年度休日急患診療所費特別会計補正予算
（第3号）

議第160号 令和2年度農業集落排水施設事業特別会計補正予算
（第1号）

議第161号 令和2年度介護保険事業特別会計補正予算（第4号）

議第162号 福知山市第三セクター等改革推進債償還基金条例
の廃止

議第163号 福知山市保育所条例の一部改正

議第164号 福知山市新型コロナウイルス感染症対策資金利子補
給事業基金条例の制定

議第165号 福知山市夜久野町ゲートボール場条例の一部改正

議第166号 福知山市由良川猪崎河川敷運動広場条例の廃止

議第167号 財産の処分（旧佐賀小学校敷地内に存する土地建物
その他構築物）

議第168号 訴えの提起（裁判上の和解を含む。）
（市営住宅の明渡し及び家賃の支払いの請求）

議第169号
訴えの提起（裁判上の和解を含む。）
（市営住宅の明渡し並びに家賃及び駐車場使用料
の支払いの請求）

議第170号 損害賠償の額（車両の損傷）

議第171号 市道の認定及び路線変更

議第172号 公立大学法人福知山公立大学定款の変更

議第173号 福知山市副市長の選任（前
ま え

川
か わ

二
じ

郎
ろ う

 氏）

議第174号 福知山市副市長の選任（渡
わ た

邊
な べ

尚
な お

生
き

 氏）

議第175号 監査委員の選任（長
な が

坂
さ か

勉
つとむ

 氏）

議第176号 人権擁護委員の候補者の推薦（田
た

中
な か

　久
ひ さ

志
し

 氏）

議第177号 人権擁護委員の候補者の推薦（松
ま つ

田
だ

昇
しょう

司
じ

 氏）

議第1号 令和3年度一般会計補正予算（第1号）

議第2号 専決処分の承認（福知山市税条例の一部改正）

議第3号 専決処分の承認（福知山市都市計画税条例の一部
改正）

議第4号 専決処分の承認（福知山市固定資産評価審査委員
会条例の一部改正）

議第5号 固定資産評価員の選任（前
ま え

田
だ

剛
つよし

 氏）

■議員別議案賛否一覧表（賛否が分かれた議案のみ賛否状況を掲載しています）

4月
臨時会

議
決
結
果
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ここが聞きたい！  3月定例会

代 表 質 問
各会派から6議員が質問に登壇！

１．日本共産党福知山市会議員団
　　中村　初代  議員
２．蒼士会
　　髙橋　正樹  議員

３．大志の会
　　桐村　一彦  議員
４．福知山未来の会
　　森下　賢司  議員

５．新政会
　　柴田　　実  議員
６．福知山市議会公明党
　　大谷　洋介  議員

稼働40年を超えた高浜原子力発電所1、2号機

原子力災害から命を守るために
安全性の確保を強く求めていく

Q

A
　　　日本共産党福知山市会議員団

中村　初代  議員

その他の質問
・コロナ禍からいのちと暮らし・営業を守る対
策について
・ジェンダー平等について
・市周辺部の交流拠点施設について

※所属会派は3月29日現在　
※この代表質問の掲載内容は、質問内容をもとに各議員が作成しています。
※答弁者が同一の場合は、最後の答弁にのみ記載しています。

Q：代表質問と一般質問は何が違うの？
 A：代表質問は、会派を代表し、市政の運営方針や主要課題など政策レベルでの問題点や将来に

対する方針などについて所信を資するものです。一方、一般質問は、議員の調査・研究、自
身の考えをもとに、行政に対して政策を問うものです。

教えて！！  市議会 Q ＆ A

録画配信中！
代表質問の
録画配信は
こちらから

スマートフォンからもご覧になれます

質問議員

代
表
質
問
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問　

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ･

※
再
エ
ネ
１
０
０
」

推
進
の
中
で
、
公
用
車
な
ど

を
電
気
自
動
車
に
順
次
更
新

し
て
い
く
方
針
だ
が
、
本
市

の
公
共
施
設
な
ど
の
駐
車
場

に
は
電
気
自
動
車
の
充
電
ス

ポ
ッ
ト
は
極
め
て
少
な
い
。

必
要
性
は
。

答　
必
要
性
に
つ
い
て
は
十

分
認
識
し
て
お
り
、
今
後
早

急
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
再
エ
ネ
の
地
産
地
消
や

自
給
シ
ス
テ
ム
の
構
築
は
ど

の
よ
う
に
行
う
の
か
。

答　
行
政
が
率
先
し
て
公
共

施
設
へ
再
エ
ネ
設
備
を
設
置

す
る
こ
と
に
加
え
、
例
え
ば
、

公
共
施
設
の
屋
根
な
ど
に
民

間
事
業
者
が
、
太
陽
光
発
電

設
備
を
設
置
す
る
な
ど
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
域
内
循
環
を

高
め
て
い
き
た
い
。

問　
一
方
で
、
再
エ
ネ
発
電

施
設
の
稼
働
を
め
ぐ
り
、
住

環
境
の
悪
化
や
健
康
被
害
の

訴
え
な
ど
の
紛
争
も
生
じ
て

い
る
。
住
環
境
を
守
る
と
い

う
観
点
に
立
っ
て
、
ど
の
よ

う
に
対
処
し
て
い
く
べ
き
か
。

答　
全
国
的
に
住
環
境
や
自

然
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
な

ど
の
課
題
が
生
じ
て
い
る
。

国
は
再
エ
ネ
施
設
整
備
の
た

め
の
新
た
な
仕
組
み
を
盛
り

込
ん
だ
改
正
案
を
閣
議
決
定

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
国
の

動
向
を
見
極
め
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
。

（
産
業
政
策
部
長
）

ゼロカーボンシティ・再エネ100　イメージ図
（環境省のHPより）

再エネ促進に対し住環境の維持は
法改正の新たな仕組みを見極めたい

Q

A
　　　　　　蒼士会

髙橋　 正樹  議員

その他の質問
・新型コロナ感染症対策とコロナ禍が与える市税収

入への影響、また今後の投資的事業の見通しは
・都市のスポンジ化に対し、立地適正化計画の

導入の意義と効果について
・「未来創造福知山」の計画期間満了を令和2年

度末に控え、市の総合計画といえる新たな「（仮
称）まちづくり構想 福知山」の策定について

問　
文
化
ホ
ー
ル
の
整
備
着

手
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

答　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
作
り
進
め
て
い
る
。
建
設

場
所
や
施
設
規
模
、
施
設
の

複
合
化
・
集
約
化
、
財
源
、

防
災
の
観
点
か
ら
本
市
に
ふ

さ
わ
し
い
文
化
ホ
ー
ル
に
向

け
た
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
を
目
指
し
た
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
や
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
な
ど
将

来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な

施
設
に
な
る
よ
う
議
論
し
て

い
る
。
民
間
事
業
者
の
ノ
ウ

ハ
ウ
や
力
を
活
用
す
る
部
分

に
つ
い
て
は
※
1
Ｐ
Ｆ
Ｉ
や

※
2
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
可
能
性
を
探
る

調
査
を
実
施
し
た
。（
市
長
）

問　
「
福
知
山
市
文
化
芸
術

会
館
等
建
設
基
金
」６
億
２

５
０
０
万
円
の
使
い
道
は
。

答　

基
金
条
例
の
目
的
に

沿
っ
て
文
化
ホ
ー
ル
整
備
の

財
源
と
し
、
整
備
の
観
点
と

整
備
後
の
有
効
活
用
を
図
る

観
点
が
あ
る
。
建
設
の
場
所
、

施
設
の
機
能
や
規
模
、
複
合

化
あ
る
い
は
集
合
化
、
建
設

財
源
、
運
営
方
法
や
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
の
検
討
な
ど
、

文
化
ホ
ー
ル
で
の
事
業
展
開

や
人
材
育
成
な
ど
ソ
フ
ト
面

で
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
市
民
の
皆

さ
ん
も
参
画
し
た
場
も
設
け

て
意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。

（
地
域
振
興
部
長
）

整備着手が待たれる文化ホール
新ステージから市民に文化を

文化ホールの整備着手は
プロジェクトチームにて検討

Q

A
　　　　　　大志の会

桐村　一彦  議員

その他の質問

・令和３年度の市長施政方針を問う
・Society5.0時代への対応は

※再エネ100…再生可能エネルギー100％の略

※1 PFI（プライベート・ファイナンス・イニシアティブ）
…公共施設等の建設、維持管理、運営等を民間の資金、
経営能力、技術的能力を活用して行う手法。　
※2 PPP（パブリック・プライベート・パートナーシップ）
…行政と民間とが連携して、より効率的で質の高い行政
サービスの提供を目指すという考え方。

代
表
質
問
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問　
市
動
物
園
隣
接
駐
車
場

へ
は
、
東
谷
農
道
を
通
過
す

る
し
か
な
く
、
農
耕
者
と
来

訪
者
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し

て
い
る
。
進
入
路
の
現
状
認

識
は
。

答　
駐
車
場
へ
は
農
道
を
利

用
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
一

般
の
方
は
、
三
段
池
公
園
内

の
駐
車
場
の
利
用
を
お
願
い

し
て
お
り
、
農
道
入
口
に
車

両
規
制
看
板
を
設
置
し
て
い

る
。

問　
来
訪
者
と
農
耕
者
の
ト

ラ
ブ
ル
多
発
の
現
状
認
識
は
。

答　
農
繁
期
は
、
来
訪
者
の

車
両
と
農
耕
車
の
離
合
な
ど
、

農
作
業
に
支
障
が
あ
る
。
現

在
、
隣
接
駐
車
場
は
、
障
害

の
あ
る
方
や
高
齢
者
の
み
の

利
用
と
し
、
農
作
業
に
影
響

が
な
い
よ
う
対
策
を
講
じ
て

い
る
。

問　
平
成
28
年
度
よ
り
毎
年
、

地
元
地
域
自
治
会
長
会
か
ら

ア
ク
セ
ス
道
整
備
の
要
望
が

出
て
い
る
が
、
対
処
は
。

答　
現
在
は
、
三
段
池
公
園

の
老
朽
化
し
た
施
設
の
維
持

管
理
に
重
点
を
置
き
、
優
先

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　
市
道
上
荒
河
観
音
寺
線

か
ら
東
谷
地
区
に
降
り
る
狭

い
道
路
を
拡
幅
し
て
、
ア
ク

セ
ス
道
を
整
備
す
べ
き
だ
が
。

答　
動
物
園
へ
の
最
短
ル
ー

ト
だ
が
、
既
存
道
路
の
拡
幅

だ
け
で
な
く
、
市
道
と
の
接

続
部
分
の
線
形
見
直
し
が
必

要
で
、
道
路
構
造
上
多
く
の

課
題
が
あ
る
。

（
建
設
交
通
部
長
）

離合が難しくトラブルが多発している動物園駐車
場に向かう農道（三段池東谷地区）

動物園駐車場へアクセス道整備を
市道接続部分など構造上課題あり

Q

A
　　　　　　福知山未来の会

森下　賢司  議員

その他の質問

・『しなやかで強靭なまちづくり予
算』を考える
・「新しい生活」の時代の農業施策

のあり方は

問　
福
知
山
市
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
の
策
定
予
定
は
。

答　
次
期
地
方
創
生
総
合
戦

略
に
お
い
て
、
人
口
の
目
標

設
定
は
必
要
と
考
え
る
。

問　
本
市
の
２
０
４
０
年
の

人
口
目
標
は
、７
万
８
３
０

０
人
と
あ
る
が
。

答　
※
１
社
人
研
の
推
計
人

口
で
は
６
万
９
０
９
８
人
ま

で
減
少
す
る
予
測
で
あ
る
こ

と
や
、
全
国
的
な
出
生
数
の

急
激
な
減
少
の
加
速
を
考
え

る
と
、
目
標
達
成
は
容
易
で

は
な
い
が
、
今
後
も
人
口
減

少
抑
制
に
つ
な
が
る
諸
施
策

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　

最
新
の
本
市
の
※
２
合

計
特
殊
出
生
率
は
２
・
02
で

府
1
位
、
近
畿
２
位
、
全
国

33
位
と
高
い
要
因
と
目
標

２
・
10
へ
の
考
え
は
。

答　
通
勤
・
買
い
物
・
教
育

施
設
や
医
療
機
関
が
近
く
に

あ
る
こ
と
が
主
な
要
因
。
子

育
て
環
境
の
充
実
を
図
り
出

生
数
を
増
や
す
こ
と
に
加
え
、

移
住
定
住
施
策
な
ど
、
流
入

人
口
を
増
や
す
取
り
組
み
が

大
切
と
考
え
る
。

（
市
長
公
室
長
）

問　
社
人
研
の
予
測
で
は
、

２
０
２
５
年
以
降
、
本
市
が

北
近
畿
で
人
口
１
位
と
な
る

が
、
そ
の
思
い
や
決
意
は
。

答　
中
核
都
市
と
し
て
暮
ら

し
の
基
盤
の
維
持
や
魅
力
向

上
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
。

（
市
長
）

本市の人口は北近畿1位となるが
この圏域で中心的な役割を果たす

Q

A
　　　　　　新政会

柴田　　実  議員

その他の質問
・令和３年度市長施政方針について
・コロナ禍による市民生活や社会経済への影響

について
・教育行政について

※1 社人研…国立社会保障・人口問題研究所　　※2 合計特殊出生率…人口統計上の指標で、一人の女性が
出産可能とされる15歳から49歳までに産む子どもの数の平均を示す。

（人）

代
表
質
問
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新型コロナウイルス感染症と市民病院
香川惠造 病院事業管理者・院長の講演

教育厚生
委 員 会

活
動
日

11
月
25
日
㈬

場　
所

全
議
員
協
議
会
室

主
な
講
演
概
要

・
市
民
病
院
で
は
、
感
染
症
拡
大
の

第
１
波
で
あ
る
令
和
２
年
３
月
に
職

員
の
感
染
が
確
認
さ
れ
た
が
、
極
め

て
迅
速
に
意
思
決
定
が
な
さ
れ
、
近

隣
病
院
の
協
力
も
得
つ
つ
、
約
２
週

間
に
わ
た
り
救
急
患
者
の
受
入
や
外

来
診
療
の
中
止
、
一
部
病
棟
の
閉
鎖

な
ど
が
行
わ
れ
た
。
結
果
と
し
て
、

院
内
で
の
新
た
な
感
染
者
拡
大
は
２

名
に
留
ま
っ
た
。

・
当
時
の
感
染
症
対
策
の
多
忙
な
状

況
に
お
い
て
も
、
市
民
病
院
で
の
経

験
を
外
部
に
発
信
し
、
共
有
す
る
こ

と
も
医
療
従
事
者
の
務
め
と
し
て
、

学
会
誌
な
ど
に
４
本
も
の
論
文
を
発

表
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
市
民
病
院
の

医
師
の
実
力
が
非
常
に
高
い
こ
と
を

示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
り
、
市
民
に

と
っ
て
も
頼
も
し
く
感
じ
ら
れ
る
。

・
院
内
で
は
、
感
染
症
対
策
に
つ
い

て
、
全
体
会
議
の
ほ
か
、
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
な
ど
も
活
用
し
て
、
職
員
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
の
収
集
、
共
有

が
行
わ
れ
て
き
た
。

・
感
染
症
対
策
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
不
足

し
て
い
た
第
１
波
の
感
染
拡
大
時
に

お
い
て
、
院
内
感
染
を
最
小
限
に
抑

え
込
む
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
迅
速

な
危
機
管
理
対
応
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
こ
れ
ま
で
か
ら
大
切
に
取
り
組

ま
れ
て
き
た
人
材
育
成
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
精
神
が
大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
も
の
と
考
え
る
。

・
そ
の
他
に
、
超
高
齢
化
・
人
口
減

少
社
会
に
お
け
る
病
院
運
営
の
方
向

性
や
、
手
術
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
な
ど
医

療
の
さ
ら
な
る
高
度
化
、
若
手
医
師

の
確
保
の
方
策
な
ど
に
つ
い
て
の
話

題
が
あ
り
、
常
に
先
を
見
据
え
た
病

院
の
あ
り
方
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

・
高
度
医
療
の
推
進
と
同
時
に
、
市

民
目
線
か
ら
の
満
足
度
も
い
っ
そ
う

大
切
に
さ
れ
、
今
後
も
市
民
の
拠
り

所
と
な
る
病
院
と
し
て
ま
す
ま
す
充

実
さ
れ
る
よ
う
、
委
員
会
と
し
て
も

市
民
病
院
の
取
り
組
み
に
引
き
続
き

注
目
し
て
い
き
た
い
。

新型コロナウイルス感染症について学ぶ

問　
個
別
接
種
と
集
団
接
種

の
会
場
数
は
。

答　
市
内
の
医
療
機
関
に
予

防
接
種
実
施
意
向
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
い
、
２
月
22
日
時
点

で
、
個
別
接
種
は
32
カ
所
。

集
団
接
種
は
、
福
知
山
市
武

道
館
、
三
和
荘
、
夜
久
野
ふ

れ
あ
い
プ
ラ
ザ
、
大
江
町
総

合
会
館
の
４
カ
所
を
候
補
地

と
し
て
い
る
。

問　

単
身
赴
任
、下
宿
、里

帰
り
出
産
な
ど
、住
民
票
届

け
出
以
外
の
市
町
村
で
の
接

種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ど
う

す
れ
ば
良
い
か
。

答　
住
所
地
外
で
の
接
種
を

希
望
す
る
旨
の
申
請
書
を
、　

接
種
を
受
け
る
市
町
村
に
提

出
す
る
。
ま
た
は
、
厚
生
労

働
省
の
接
種
総
合
案
内
サ
イ

ト
「
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
ナ

ビ
」
で
申
請
す
る
。
一
方
、

入
院
・
入
所
中
の
人
や
基
礎

疾
患
を
持
つ
人
が
主
治
医
の

も
と
で
、
直
接
、
医
師
に
申

告
し
接
種
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
。（

福
祉
保
健
部
長
）

問　
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に

か
け
る
市
長
の
決
意
は
。

答　
こ
の
事
業
は
、
現
時
点

で
、
感
染
収
束
に
向
け
て
有

効
か
つ
最
善
の
手
段
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
の
体
制
づ
く
り
を
医
療
関

係
団
体
の
協
力
を
得
て
市
役

所
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
た
い
。

（
市
長
）

接種を受ける市民病院　香川院長

コロナワクチン接種の成功を
市役所総力を挙げて取り組みたい

Q

A
　　　　　　福知山市議会公明党

大谷　洋介  議員

その他の質問
・コロナ禍におけるがん検診受診率の低下について
・困窮・孤立化による自殺対策相談窓口の設置

について
・防災・減災、国土強靱化のための5か年加速

化対策について
・少人数学級とGIGAスクールの意義について

代
表
質
問

委
員
会
活
動
報
告
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福
知
山
市
議
会
で
は
、
議
会
改

革
の
一
環
と
し
て
、
市
の
重
要
な

政
策
や
行
政
課
題
に
関
し
て
、
政

策
提
言
や
政
策
立
案
を
行
う
こ
と

を
見
据
え
た
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
の
成
果
と
し
て
、

産
業
建
設
委
員
会
か
ら
「
地
域
づ

く
り
組
織
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

と
「
市
周
辺
部
の
交
流
拠
点
施
設

の
あ
り
方
」
に
関
す
る
政
策
提
言

が
提
案
さ
れ
、
２
月
26
日
に
市
長

に
提
言
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
産
業
建
設
委
員
会
で
は
、
令
和

元
年
度
か
ら
本
市
に
お
け
る
「
地

域
づ
く
り
組
織
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
と
、
そ
の
活
動
の
拠
点
と
な
る

交
流
拠
点
施
設
の
あ
り
方
」
を
調

査
研
究
テ
ー
マ
の
重
点
項
目
と
位

置
づ
け
、
担
当
部
署
か
ら
の
現
状

の
報
告
を
求
め
る
と
と
も
に
先
進

自
治
体
へ
の
行
政
視
察
、
さ
ら
に

は
大
江
ま
ち
づ
く
り
住
民
協
議
会

と
の
出
張
委
員
会
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
に
お
い
て
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
行
政
視
察
に
つ
い
て
は
中

止
と
し
、
ま
た
夜
久
野
み
ら
い
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
と
の
出
張
委
員

会
は
諸
事
情
に
よ
り
実
施
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
三
和
地
域
協
議

会
と
の
出
張
委
員
会
を
開
催
し
地

域
の
現
状
を
把
握
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
経
過
と
内
容
を
踏
ま

え
、
今
回
は
現
在
活
動
中
の
三

和
・
夜
久
野
・
大
江
地
域
の
地
域

づ
く
り
組
織
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

お
よ
び
市
が
、
あ
り
方
を
検
討
中

の
交
流
拠
点
施
設
「
三
和
荘
」

「
フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
や
く
の
」

「
大
雲
記
念
館
等
」
「
大
江
山
鬼

瓦
工
房
等
」
に
関
す
る
調
査
研
究

を
進
め
ま
し
た
。

　
①
地
域
づ
く
り
組
織
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り

・
地
域
づ
く
り
組
織
の
持
続
や
発

展
を
地
域
の
活
性
化
の
た
め

の
市
政
の
重
点
施
策
と
し
て

位
置
付
け
支
援
す
る
こ
と
。

・
地
域
の
活
動
と
、
そ
の
た
め
の

人
材
確
保
及
び
人
材
育
成
を

支
援
す
る
た
め
福
知
山
市
自

治
基
本
条
例
第
26
条
を
よ
り

具
現
化
し
た「
地
域
づ
く
り
組

織
条
例
」〈
仮
称
〉を
制
定
す
る

こ
と
。

・
住
民
組
織
に
よ
る
地
域
公
共
交

通
の
運
営
の
安
定
と
安
全
運

行
の
た
め
の
支
援
を
図
る
こ

と
。

②
市
周
辺
部
の
交
流
拠
点
施
設
の

あ
り
方

・
地
域
の
活
性
化
の
た
め
の
交
流

拠
点
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
、
市
政
の
重
点
施
策
と

し
て
位
置
付
け
支
援
す
る
こ

と
。

・
自
治
基
本
条
例
や
議
会
基
本
条

例
の
規
定
に
基
づ
き
、
住
民

参
加
の
も
と
合
意
形
成
を
図

り
な
が
ら
進
め
る
こ
と
。
ま

た
、
そ
の
た
め
の
情
報
公
開

と
全
庁
的
な
連
携
に
努
め
る

こ
と
。

・
住
民
の
意
向
に
基
づ
き
、
地
域

の
活
性
化
に
資
す
る
施
設
と

し
て
の
設
置
目
的
を
明
確
化

す
る
こ
と
。

（
政
策
提
言
へ
の
思
い
）

市
周
辺
部
に
お
い
て
は
特
に
著

し
い
人
口
減
少
と
高
齢
化
の
中
で
、

住
民
の
生
活
を
支
え
る
基
盤
の
後

退
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
行
政

と
住
民
が
協
働
し
、
地
域
交
流
施

設
な
ど
地
域
資
源
を
生
か
し
た
地

域
づ
く
り
の
促
進
に
関
す
る
対
策

が
進
ん
で
い
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

由
良
川
改
修
促
進
特
別
委
員
会
が

報
告開

催
日

２
月
８
日
㈪

場
　
所

全
議
員
協
議
会
室

　
市
議
会
の
委
員
会
に
よ
る
視
察

研
修
の
成
果
を
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
報
告
し
、
市
政
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
に
、
「
行
政
視
察
研

修
報
告
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

多
く
の
委
員
会
が
視
察
研
修
を
行

え
ず
、
１
委
員
会
の
み
の
報
告
と

な
り
ま
し
た
。

　
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
報
告

書
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

報
告
会
の
様
子
は
、
同
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
委
員
会
等
の
録
画
配

信
」
か
ら
視

聴
で
き
ま
す
。

市議会から市長へ政策提言を提出

調
査
研
究

政
策
提
言

市
議
会
か
ら
市
長
へ 

政
策
提
言
を
提
出

　「
地
域
づ
く
り
組
織
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
「
市
周
辺
部
の
交
流
拠
点
施
設
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て

行
政
視
察
研
修
報
告
会
を
開
催「大野ダム」視察の成果を報告

▲
行政視察研修報告会
録画配信はこちらから

政
策
提
言
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２年間を振り返って
広報広聴委員会

広報広聴委員会では、議会だよりの編集や議
会報告会の運営などを担当しています。現在の
メンバーで「議会だより」を編集するのは最後
です。市民の皆さんに分かりやすく親しみの持
てる「議会だより」の発行に取り組んできまし
たが、編集に携わった各委員からその苦労や熱
い思いを伝えます。

さ
ら
に
開
か
れ
た

議
会
を
目
指
し
て

こ
の
２
年
間
、
委
員
を
は
じ
め
、

全
議
員
の
協
力
に
よ
り
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
読
み
や
す
く
分
か
り
や

す
い
「
議
会
だ
よ
り
」
の
編
集
な

ど
、
議
会
活
動
の
「
見
え
る
化
」

の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
「
議
会
報
告

会
」
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
意
見
聴
取
を

行
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
よ
り
身
近
な
議
会

と
な
り
ま
す
よ
う
一
層
努
力
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
に
振
り
回
さ
れ
て

今
年
の
桜
の
開
花
と
一
緒
に
、

こ
の
「
２
年
間
を
振
り
返
っ
て
」

を
書
く
時
期
が
き
ま
し
た
。
編
集

委
員
の
一
人
と
し
て
、
議
会
だ
よ

り
が
以
前
よ
り
も
、
市
民
を
テ
ー

マ
と
し
た
内
容
が
増
え
て
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
、
行
政
や
議
会
の
役

割
が
増
え
、
時
代
が
住
民
の
力
を

必
要
と
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。今

後
は
、
編
集
委
員
に
も
市
民

枠
を
取
る
べ
き
と
個
人
的
に
は
考

え
て
お
り
ま
す
。

議
会
の
リ
ア
ル
を

届
け
る
た
め
に

ま
ち
の
未
来
を
決
め
る
場
所

「
議
会
」
の
様
子
が
少
し
で
も
伝

わ
り
ま
し
た
か
。
委
員
の
み
ん
な

で
協
力
し
、
編
集
、
校
正
な
ど
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
、
見
て
く

だ
さ
る
方
に
は
大
変
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

今
後
は
、
紙
面
だ
け
に
と
ら
わ

れ
ず
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
も
駆
使
し
て
と
、

妄
想
は
ふ
く
ら
み
ま
す
が
、
そ
れ

は
次
の
委
員
の
皆
さ
ん
に
。

表
紙
撮
影
や
取
材
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

柴
田
　
　
実 

委
員
長

荒
川
　
浩
司 

委
員

コ
ロ
ナ
禍
で
の議

会
広
報
と
は

広
報
広
聴
委
員
会
の
副
委
員
長

と
な
り
早
２
年
、
１
年
目
は
議
会

報
告
会
も
２
度
開
催
で
き
、
地
域

の
生
の
声
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が

で
き
た
。　

２
年
目
の
年
度
当
初
か
ら
の

コ
ロ
ナ
禍
。
こ
こ
で
学
ん
だ
事
は
、

事
前
準
備
の
重
要
性
と
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
有
効
活
用
で
あ
る
。

今
後
は
こ
こ
に
重
点
を
置
き
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
興
味
を
持
っ
て
読

ん
で
い
た
だ
け
る
市
民
参
加
型
の

新
し
い
『
議
会
だ
よ
り
』
と
な
る

よ
う
努
力
を
続
け
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
を
新
し
く
生
き
る

「
令
和
」
に
、
希
望
の
時
代
の

幕
開
け
を
願
っ
た
の
は
つ
い
先
日
。

大
き
く
暗
転
し
、
今
、
世
界
中
が

コ
ロ
ナ
禍
の
苦
悩
の
中
で
す
。
広

報
広
聴
委
員
の
２
年
間
も
多
く
は

非
常
時
の
下
で
、
編
集
活
動
は
制

約
も
あ
り
、
例
年
と
は
違
い
ま
し

た
。
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

さ
て
、
最
近
、
今
日
の
時
間
は
昨

日
と
同
様
に
は
流
れ
ず
、
世
の
中

の
風
景
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
時
代
に
は
、
既
存
の
衣
を

脱
ぎ
捨
て
て
新
し
い
自
分
を
生
き

る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

印
象
に
残
る

「
元
気
や
で
福
知
山
！
」

初
め
て
議
会
だ
よ
り
の
編
集
に

か
か
わ
り
、
貴
重
な
２
年
間
で
し

た
。
分
か
り
や
す
く
伝
わ
る
よ
う

に
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
作
り
上

げ
て
き
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
反
応
を
確
か
め
る
こ
と
な
く
、

気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

裏
表
紙
「
元
気
や
で
福
知

山
！
」
に
登
場
い
た
だ
い
た
方
た

ち
へ
の
訪
問
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
記

事
ま
と
め
は
、
と
て
も
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。
お
世
話
に
な
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

足
立
　
治
之 
副
委
員
長

足
立
　
伸
一 

委
員

小
松
　
遼
太 

委
員

金
澤
　
栄
子 

委
員

馬
谷
　
明
美 

委
員

初
め
て
の
広
報
広
聴
委
員
の

振
り
返
り

読
み
や
す
く
分
か
り
や
す
い

「
議
会
だ
よ
り
」
に
な
る
よ
う
に

努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

委
員
に
な
っ
て
、
一
般
質
問
な

ど
の
見
出
し
を
15
字
以
内
に
簡
潔

に
す
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
ま

た
、「
元
気
や
で
福
知
山
」
で
、

さ
ま
ざ
ま
活
動
を
通
じ
て
が
ん
ば

る
人
を
取
材
す
る
中
で
、
地
域
活

性
化
の
た
め
に
、
尽
力
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
も
よ
く
分
か
り
ま
し

た
。有

料
広
告
の
掲
載
を
い
た
だ
き

ま
し
た
各
企
業
様
に
は
、
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

福知山城をバックに　※写真撮影のためマスクを外しています。

議会だよりは
こちらから
▼

広
報
広
聴
委
員
会



240,000

令和２年度政務活動費を各会派へ精算交付

6月定例会 の予定（26日間）
6月　3日(木)　本会議〔提案理由の説明
 （補正予算、条例等）〕
　　14日(月)　本会議〔質疑～委員会付託
 （補正予算、条例等）、
 一般質問〕
　　15日(火)　本会議〔一般質問〕
　　16日(水)　本会議〔一般質問〕
　　17日(木)　各所管別委員会
 〔条例・その他〕
　　18日(金)　予算審査委員会〔補正予算〕
　　21日(月)　予算審査委員会〔補正予算〕、
 討論・採決
　　25日(金)　本会議〔委員長報告～採決〕
　　28日(月)　（ 会 期 ）

※この会議予定は、今後変更になる場合があります。
　また、このほかに、全議員協議会などの会議を随時
　開催します。
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令和２年度政務活動費を各会派へ交付しました。
福知山市議会では、政務活動費として議員１人当たり年額 18万円を限度とし、上半期と下半期の支払
実績に応じた完全後払いで交付しています。ただし、令和２年度は、新型コロナウイル
ス感染症対策の財源として活用していただくことを目的に、議員１人当たり年間 10万円
を削減したため、年間８万円を上限としています。
市民課情報公開コーナーおよび市議会ホームページで、政務活動の実績報告（収支報
告）、領収書、視察研修報告書を公開しています。

令和２年度政務活動費実績報告　【会派名と所属議員は令和３年３月１日現在】　　　　　　 　　 （単位：円）

会派名
福知山
市議会
公明党

日本共産党　
福知山

市会議員団
蒼士会 大志の会 福知山

未来の会 新政会 無会派
（荒川浩司）

交付上限額 240,000 400,000 240,000 160,000 275,000 525,000 80,000
交付確定額 221,740 365,184 42,695 15,403 0 438,366 28,129

支 

出 

内 

訳

調査研究費 27,720 46,200 27,720 13,720 0 57,365 0
研修費 55,060 205,860 0 0 0 269,100 0
広報費 124,464 0 0 0 0 0 0
広聴費 0 0 0 0 0 0 0
資料作成費 0 98,342 14,975 1,683 0 6,765 28,129
資料購入費 14,496 14,782 0 0 0 92,736 0
事務所費 0 0 0 0 0 12,400 0

本会議・委員会を
傍聴しませんか

　本会議の傍聴は、市役所本庁６階へ、委員会の
傍聴は、本庁５階各委員会室へお越しください。
　なお、団体で傍聴を希望される方は、事前に市
議会事務局までご連絡ください。

手話通訳・要約筆記による
本会議・委員会の傍聴ができます。

　聴覚障害のある方が、本会議・委員会を傍聴で
きるよう、傍聴席において手話通訳・要約筆記を
行っています。手話通訳・要約筆記を希望される
方は、事前に所定の用紙に必要事項を記入の上、
市議会事務局へ提出してください。
　申請書は、福知山市議会ホームページからもダ
ウンロードできます。

申込み先：福知山市議会事務局
〒620-8501
福知山市字内記13番地の1（市役所5階）
電話：0773-24-7031　FAX：0773-24-7080
Ｅ-mail:sigikai@city.fukuchiyama.lg.jp

▲
政務活動費実績報告書
などはこちらから

お
知
ら
せ



議員訪問インタビュー　

No.37

新町商店街の周辺で開催 「福知山ワンダーマーケット」
■今回の訪問議員：馬谷　明美　・　足立　治之　

広告

議会だより No.130 ●発行日／令和3年5月　●発行／福知山市議会　●編集／広報広聴委員会
福知山市字内記13の1　TEL.0773（24）7031　FAX.0773（24）7080 

今
回
は
、「
福
知
山
ワ
ン

ダ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
主
催

さ
れ
て
い
る
、「
一
般
社
団

法
人
　
福
知
山
ワ
ン
ダ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
」
代
表
の
庄し

ょ
う
だ田

建け
ん

助す
け

さ
ん
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ

て
ま
す
。（
現
在
こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
　

休
止
中
）本

市
と
の
ご
縁
は

私
は
、
尼
崎
市
生
ま

れ
で
、
北
海
道
大
学

で
建
築
と
都
市
計
画
を
専
攻

し
、
卒
業
後
就
職
し
た
会
社

と
福
知
山
市
と
の
縁
で
移
り

住
み
ま
し
た
。

「
福
知
山
ワ
ン
ダ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
」は
ど
の

よ
う
な
団
体
で
す
か

定
期
市
と
テ
ス
ト
キ
ッ

チ
ン
を
運
営
す
る
組
織

で
す
。
１
年
前
に
設
立
し
、
現

在
で
は
、
世
代
や
性
別
、
職
種

を
超
え
た
、
13
人
の
理
事
を

中
心
に
法
人
化
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
楽
し
さ
や

価
値
観
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

「
福
知
山
ワ
ン
ダ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
」っ
て

２
０
１
６
年
10
月
か

ら
毎
月
第
４
日
曜
に

開
催
し
て
い
る
定
期
市
で
す
。

市
内
は
も
と
よ
り
綾
部
市
や

京
丹
後
市
、
神
戸
市
な
ど
関

西
圏
内
よ
り
40
～
60
店
舗
が

並
び
、
こ
れ
ま
で
の
来
場
者

は
多
い
と
き
で
、
１
日
２
千

人
程
度
。
ま
た
、
多
数
の
公

立
大
生
に
も
、
手
伝
っ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
開
催
で
の
苦

労
や
良
か
っ
た
こ
と
は

さ
ま
ざ
ま
な
方
の

理
解
あ
っ
て
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
た
め
、
そ
の
調
整
が

最
も
大
変
で
す
。
ま
た
、
補
助

金
を
使
わ
ず
イ
ベ
ン
ト
を
運

営
す
る
こ
と
で
初
め
て
持
続

可
能
な
定
期
市
と
な
る
と
い

う
信
念
の
も
と
経
営
し
て
い

る
た
め
、
運
営
は
大
変
で
す
。

　
良
か
っ
た
こ
と
は
、
知
り

合
い
が
増
え
、
一
緒
に
運
営

す
る
仲
間
や
出
展
者
・
お
客

様
と
の
つ
な
が
り
が
あ
り
、

福
知
山
で
の
生
活
が
楽
し
い

こ
と
で
す
。

今
後
の
企
画
は

２
年
前
よ
り
、
起
業

前
に
出
店
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
が
で
き
る
場
と
し
て
新
町

商
店
街
に
、
キ
ッ
チ
ン
付
レ

ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
『
ア
ー
キ

テ
ン
ポ
』
を
開
業
し
ま
し
た
。

こ
の
企
画
を
通
し
て
今
ま
で

に
、
３
店
舗
が
開
業
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
を
通

し
て
福
知
山
の
賑
わ
い
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

福
知
山
に
住
ん
で
思

う
こ
と
は

福
知
山
は
都
会
に
比

べ
人
口
が
少
な
く
、
外

に
出
れ
ば
知
り
合
い
ば
か
り

で
す
。
周
り
の
見
る
目
も
多

く
、
外
に
い
て
も
失
礼
な
事

が
で
き
な
い
と
い
う
意
味
で

は
と
て
も
良
い
環
境
で
あ
る

と
思
う
反
面
、
他
者
を
す
ぐ

に
は
受
け
入
れ
な
い
慎
重
な

傾
向
も
感
じ
ま
す
。

　

今
後
の
人
口
減
少
・
都
市

へ
の
人
口
流
出
を
考
え
る
と
、

若
者
や
起
業
を
考
え
る
人
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
受
け
入
れ
る

土
壌
が
あ
る
か
が
、
住
み
た

い
街
の
判
断
基
準
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
若
者
の
可
能
性

に
対
し
て
「
ナ
イ
ス
チ
ャ
レ

ン
ジ
！
」
と
、
失
敗
し
て
も

「
つ
ぎ
頑
張
ろ
う
」
と
言
い
合

え
る
よ
う
な
環
境
を
作
っ
て

い
く
こ
と
が
住
み
易
く
活
気

の
あ
る
街
に
つ
な
が
っ
て
い

く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

福
知
山
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
が
ん
ば
る
人
を
議
員
が
訪
問
し
取
材
し
ま
す
。

議会だより表紙の写真 ・ 議員訪問インタビュー「元気やで福知山！」の取材先を募集！  詳しくは、市議会事務局（TEL24-7031）まで
（次回の議会だよりに掲載の有料広告も募集しています）

福知山ワンダー
マーケット公式
サイトはこちら

今
後
の
ワ
ン
ダ
ー
に

　
　
　
　
　

 

乞
う
ご
期
待

福知山ワンダーマーケットにようこそ

キッチン付レンタルスペース「アーキテンポ」

代表の庄田さん




